
                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 
地域防災の基盤は 日ごろの小さな繋がりから 

                                       校長 田中 光晴 

木々の新緑が鮮やかに映える季節となってきました。入学・進級から

早くも１ヶ月が経とうとしている中、子供たちは、これまでの様々な学校

行事や学級活動等への取り組みを通して、それぞれの学年に見合った

学習と生活のリズムを徐々に築きつつあります。 

先日の年度初めの保護者会には、ご多用の中多くの保護者の皆様

にご来校いただき、大変にありがとうございました。会の冒頭私から本

年度の学校経営方針について、時間の制約もありましたので概要をご 

説明させていただきました（詳細については、学校ＨＰ「第一小の教育」➞「学校経営方針」➞「Ｒ６・学

校経営計画．ｐｄｆ」）。この学校経営方針を日々の指導に組織的・計画的に反映させるべく、月ごとに

知・徳・体の３つの学校教育目標から重点目標を全校で統一して定め、１ヶ月間意識して指導にあたっ

ています。来月の学校教育重点目標は「体」です。これから迎える連休後半の中で、ご家庭におかれま

しても、健康・安全には十分ご留意いただきながら、是非子供たちの体力向上を意識した生活をお過ご

しいただければと思っています。 

さて、本年元日に発生した能登半島地震の復興が進む中、その後も今日まで、各地で比較的大きな

地震が複数回発生しています。地震列島と言われる我が国においては、何処にいても“明日は我が身”

の心構えで備えなければなりません。学校においては毎月の避難訓練をはじめ、防災教育の充実に努

めています。明日（２日）は、先日のお便りでもお知らせしたとおり、大規模災害発生時を想定した引き

取り訓練を行います。平日のご多用の中とは思いますが、訓練の趣旨をご理解の上、ご協力をお願いし

ます。また、今学期中に、児童がご家庭にいる時に大規模災害が発生した想定における、学校発信の安

否確認メールの送受信テストを計画しています。詳細が整いましたら、改めてお知らせします。 

災害時には、自分の身は自分で守る“自助”、町会（自治会）等、地域で互いに助け合う“共助”、国

及び地方公共団体等の行政機関が主体で行う公的支援の“公助”の３つの連携が必要と言われてい

ます。“共助”“公助”の拠点となる学校は所在地域の一次避難所となっており、有事の際、地域の災害

対応拠点となります。我々が日頃から取り組んでいる学校・家庭・地域の連携協働による様々な教育活

動や地域諸行事等は、このような災害時における迅速かつ円滑な避難所運営に繋がるものであり、“自

助”“共助”“公助”連携の基盤となるものと考えます。学校・家庭・地域相互における日常の小さな繋が

りの積み重ねが、いざという時の地域コミュニティの団結力に転化することを再認識するとともに、学校

教育に課せられた今日的な使命を改めて自覚し、さらなる開かれた教育活動の推進に努めていきます。 
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【 学校教育目標 】               
○ 自分で考え 行動する子             
◎ 心豊かで 思いやりのある子               
○ 体をきたえ 元気な子           

コミュニティ・スクール「家庭・地域とともに歩む教育活動の推進」  
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